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猪名川の水質調査と、水生生物による

水質調査等を中心とした環境教育について

池IH市立池Ｈ１''１`､j』:佼’'１群景子

〔ｿﾐ践例：水質鋼介を１１１心とした環境教育の例〕

しⅢパックテストを用いた水質調査

ｌＨ佑川I1流（杉/１２）からI､流神崎川合流点まで

の水を孫１１Ｉする。また、杖lえ1A1の池や水Ｈ１などの

水、家庭排水なども災め、パックテストでその水

fYを,ＩＭＩベ、比較考察する。

(2)透視度と、ＣＯＤの値の相関性を考える。

ｌH名川上流から~卜流の水を採取し、その透視度

とバソクテストによるＣＯＤ価との関係を考える。

般的にlz流ほど、ｊ針11度が向く、バックテスト

によるＣＯＤ値が低いのがわかる。

（３）水生生物の観察

水【'Iiilll夜に関与する水'Ｍ{物のサンプルを観察

スケッチをして、水[『と榧息する生物の分布のlMI

係を砂えるｃ化学調代による流域の水質と２１１物の

地域分布を考えるとかなりIﾘj日に、きれいな水に

仇t''１１物とそうでないものに分類できることがFl1

lWできる、

１はじめに

池n1TIjは人阪Mfﾄﾞと兵lliUl(Ｉ電にMdｵしる猪名川の

中流域にある。学校から河川倣迎111ｶ分Ktlまで、徒

歩圏内であるので、生徒にとっては側しみやすい

自然である。また、市民の憩いのj脇である河川敷

は口然のｌｌｌｌｊ(も残っておＩ)、水'|{′l《物も採集でき

る。数ｲﾄﾞ米、jHfi川流域の水fY1JM代をもとに、猪

名川での水ff0lM代を中心とした環境牧f｢のカリ

キュラムを醤えているが、本ｲIiは、＋え内選択履修

の週１１１１F'1１１（IiiiIr杖は週２時'１１１）授堆での、水翫

調炎を中心とし環境孜育のカリキュラムを夢えて

みた二

２猪名川の地勢

猪禍Ⅱ|は淀川に屈し、神lMflllのｲiﾊｷ7.0Kｍ地点

に合流する。北摂111地（川辺ｌＩｌｊＨ１'１Ⅱ11111人野u｣、

標向753.5ｍ）を水iMiに、京都、ノミ阪、兵ｌＩ１ｉの二府

一県に流れる１１１規模inI川・キャンプや釣I)の場と

なる自然に忠まれたl二流も宅地化がかなI)進んで

いる。’'１流域には阪神'二乗地Ｉｉｆの１１１心である尼崎

市があI)、Ｉ:｣ﾙが隣接する」ｌｌｌＷＭｊな多１１的利lijの

都iljii1川と（える。池田｢|i周辺のiI1111ljl〔はかな}）

整備が進み、卜゛水処理化とIijlⅡＩｒに、1111ｲ<のコンク

リート化、テトラポット化が進んでいる。また、

川原にはセイタカアワダチソウ、オギ、ヨシなど

が群４１し、バッタなどの昆虫類も多く↓」られる

市営の公1判、述助場も多いが、「l然のままの111厘

も点在する。

４まとめ

イミ`ililiLのLl的は､[I熊や'k物に親しみながら｢い

のち」や環境についてj･ｲjt述が考える一助となる

ことであった。が、’１{徒述があまりにも自然体験

が少なく、また、化物についても知識が乏しいと

いうことを感じえずにはいられなかった。従って、

`i＃I`|(の内容は、「いのち＝/|きき物」の'尊厳や「１１１

然」ふれるgljが1'１心となった。教室内での授黙で

はあったが、その意我もＩ１的は体感してくれたと

思う□IlAi々の生徒が、やってみようという興味づ

けに雌づく野外体験のilirIt性を実感している。’１m：

$洲１１４は、今年度も誠↑｢鍬`渓をしながら継続中であ

る．今後は、透視度iilの製作からはじめ、生徒の

孫｣I【による地域周辺の水やＩH名川の水との比牧も

ｉ]い、地図などをii1i111して、地域と水質のUU係な

ども'k徒に考察させながら、まとめや報勝を作ら

せたいと鞍えている『』また、水生生物と水蘭との

l111jluも標本観察から検索へと'k徒が発見できるよ

うな敬付の工夫を考えたい．

３慨要

これまでのMc域liM盃の結外LlW;をもとに、生徒に

とって身近なバソクテストをⅢいた化.;:分析、水

生生物のサンプルを'１}いた観察、過視度とＣＯＤ

の関係などを鞍えてみた。水it(,JMftの{}:ﾉJのiijtIﾘj、

意義、水′ＭＨ物のfk`U､分布と水【,(のlIU係などが、

それらの火験やifM察の結采とYfﾄ:}から、化徒が勝

察できることを心がけた。したがって以卜には、

その実践例をlidする。

１１２後に今１１１１の活､１１に援助していただいた１１本環

境')::会および、ごlHj＃、ご助両いただいた学会の

Iilf光'１《方に深く感謝いたします。
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